
国土交通省は10月31日（木）、下記のとおり、景観法の制定から20年が経過したことを契機に、

これまでの景観に関する制度等を振り返り、今後の質の高い景観まちづくりの実現に向けた施策のあ

り方を考える場として「景観法制定20周年記念シンポジウム」を開催し、景観まちづくりに対する知

識の普及・啓発を図ります。 

※本シンポジウムは全国景観会議（鳥取県主催）との合同開催となります。 

【問合せ先】 

＜シンポジウムについて＞  

都市局 公園緑地景観課 石﨑  

TEL：03-5253-8111（内線 32984）、直通 03-5253-8954 

＜HP、参加方法等に関するお問い合わせ先＞  

株式会社エックス都市研究所 

Email：keikan20th.symposium@exri.co.jp 

令 和 ６ 年 10 月 ８ 日 

都市局公園緑地・景観課 

 

景観法制定20周年記念シンポジウムの開催 

～質の高い景観まちづくりの実現に向けたこれからを考える～ 

 

 

 

 

 
 

１．日  時：令和６年10月31日（木）13：30～17：00 

 

２．場  所：ホテルニューオータニ鳥取（鳥取県鳥取市今町２丁目153） 

       ※オンライン配信併用 

 

３．開催概要： 

詳細は別紙および特設ページ参照 

【特設ページ】https://keikanhou20th.com 

 

 

 

４．一般のご参加（オンライン）について： 

 ＷＥＢでのみ傍聴が可能ですので、希望される場合は、10月31日（木）13：00までに下記の申込み 

  フォームより申込みください。 

＜一般参加者申込みフォーム＞ 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_mVsN6iPJQlO49v_4ZoA30Q#/registration 

 

５．報道関係者のご参加（現地）について： 

報道関係者に限り、会場での傍聴・カメラ撮りが可能ですので、希望される場合は、10月28日（月）

12：00までに下記の申込みフォームより申込みください。 

当日は、13：20までに直接会場までお越しください。 

＜報道関係者の現地取材申込みフォーム＞ 

https://forms.office.com/r/CgRW3ZPiep 

 

※会場規模の関係から、申込みが多い場合には抽選となります。 

 



景観法制定20周年記念
シンポジウム

ZOOMによるオンライン配信

景観法20周年記念
シンポジウムホームページ

お申し込み及び当シンポジウムに関する詳細は、QRコードまたはURLから

ホームページをご参照ください。 https://keikanhou20th.com/

国土交通省 都市局 公園緑地・景観課
全国景観会議（幹事：鳥取県生活環境部くらしの安心局）

2024.10月31日（木） 13:30～17:00

オンライン（Zoomウェビナー） 参加
無料

主催

※ホテルニューオータニ鳥取よりオンライン同時配信

景観法が制定されてから20年が経過し、

多くの地方公共団体で景観計画が策定され、

地域特性を生かした良好な景観形成への取組が進められるようになりました。

国土交通省では、景観法20周年を記念し、より一層の景観まちづくりの促進に

向けて「景観法制定20周年記念シンポジウム」を開催します。

昨今の社会情勢を踏まえながら関連制度について振り返るとともに、

質の高い景観まちづくりの実現に向けた景観施策のあり方について考えます。
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景観法20周年記念シンポジウム事務局 （keikan20th.symposium@exri.co.jp）お申込みに関する
お問い合わせ

シンポジウム開催とあわせて、景観まちづくりに取組む全国地方公共団

体の取組を紹介するポスター展示を行います。ホームページからもご覧い

ただけます。 写真はイメージです。

特別企画

プログラム

【専門】 都市計画、景観計画、協働型まちづくり、防災・復興まちづくり

【プロフィール】
早稲田大学理工学部建築学科卒業、同大学大学院修了後、三重大学大学院工学
研究科准教授、教授を経て、現在に至る。国土交通省の今後の景観まちづくりの
あり方検討会委員長、三重県景観審議会会長をはじめ、東海地方の自治体の都市
計画審議会や景観審議会会長等を歴任。日本建築学会賞（業績）を受賞。

浅野 聡 教授

基調講演

鳥取市、米子市、若桜町、㈲CLIMATより、取組紹介を行います。その後、浅野教

授によるコーディネートのもと、鳥取県内の自治体と特徴的な取組を行う（有）

CLIMAT吉田氏と国土交通省でテーマに沿って考えます。

國學院大學

観光まちづくり学部 観光まちづくり学科

開会によせて

パネルディスカッション 「地域特性を生かした景観まちづくりを
進めていくための景観行政のあり方」

「景観法を活用した景観まちづくりの将来像

「景観法制定以降の景観行政の歩み」

【色彩計画家 吉田 愼悟氏 プロフィール】
㈲CLIMAT取締役、景観デザイン支援機構理事、都市環境デザイン
会議会員、武蔵野美術大学教授(2021年まで)

鳥取県 / 鳥取市 / 国土交通省大臣官房審議官

閉会

開会挨拶

国土交通省 都市局 公園緑地・景観課 室長 沖本 俊太朗

■コーディネーター ： 浅野聡教授

■パネリスト ： 鳥取市、米子市、若桜町、

      ㈲CLIMAT（クリマ） 吉田愼悟 取締役 、国土交通省

～景観法制定30周年に向けて～」

国土交通省では当シンポジウムの開催にあたりその業務の一部を（株）エックス都市研究所に委託しており、お問合せについても、国土交通省の指示のもと委託先にて対応します。

mailto:keikan20th.symposium@exri.co.jp

	【別紙】チラシ.pdf
	スライド 1
	スライド 2


